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一
般
都
道
２
５
０
号
あ
き

る
野
羽
村
線
が
暫
定
な
が
ら

10
月
29
日
に
開
通
す
る
。

　

開
通
と
な
る
の
は
都
が
整

備
を
進
め
る
同
２
５
０
号
あ

き
る
野
羽
村
線
の
う
ち
、
秋

川
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

（
あ
き
る
野
市
二
宮
）
付
近

か
ら
氷
沢
橋
交
差
点
ま
で
の

１
・
２
㌔
。
幅
員
は
22
㍍
で

2
車
線
。
区
間
内
に
は
平
井

川
を
渡
る
「
草
花
大
橋
」
が

含
ま
れ
る
。

　

事
業
は
１
９
９
９
（
平
成

11
）
年
に
始
ま
り
、
事
業
費

は
「
完
成
し
た
の
に
通
行
で

き
な
い
橋
」
と
し
て
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
域

住
民
か
ら
も
早
期
開
通
を
望

む
声
が
多
か
っ
た
。

　

同
２
５
０
号
あ
き
る
野
羽

村
線
の
開
通
で
、
同
市
多
西

地
区
、
東
秋
留
地
区
の
南
北

方
向
へ
の
交
通
の
円
滑
化
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
生
活

道
路
に
お
け
る
歩
行
者
な
ど

の
安
全
確
保
、
地
域
の
防
災

性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

当
日
は
14
時
か
ら
交
通
開

放
す
る
。

約
69
億
円
を
投
じ
、
今
年
９
月
に

完
成
し
た
。
２
０
１
３
（
平
成

25
）
年
に
竣
工
し
た
「
草
花
大
橋
」

都道 250 号あきる野羽村線が開通

誠
座
長
以
下
90
人
。親
子
、

親
子
３
代
、
祖
父
母
に
孫

と
い
う
、
３
歳
か
ら
90
代

ま
で
の
幅
広
い
世
代
が
参

加
し
て
い
る
。

　

12
時
30
分
開
場
、
13
時

開
演
。
入
場
無
料
。

　

会
で
は
今
年
２
月
、
創

立
30
周
年
記
念
誌
「
鎮
守

に
集
う
・
世
代
を
超
え
て

紡
ぐ
こ
こ
ろ
」
を
発
行
し

た
。
秋
川
歌
舞
伎
の
歴
史

と
し
て
、
二
宮
の
芝
居
誕

生
か
ら
二
宮
神
社
と
秋
川

歌
舞
伎
へ
の
か
か
わ
り
。

ま
た
、
未
来
に
向
け
て
の

仲
間
の
声
や
、
座
員
の
練

習
風
景
や
舞
台
作
り
な
ど

多
く
の
写
真
を
収
め
て
い

る
。
非
売
品
。
希
望
者
に

贈
呈
す
る
。

　

問
合
せ
は
、
０
９
０

（
５
７
８
９
）
１
７
２
３

秋
川
歌
舞
伎
保
存
会
。

い
て
い
た
地
芝
居
で
昭
和

初
期
ま
で
全
盛
を
誇
っ
て

い
た
二
宮
歌
舞
伎
が
前

身
。
１
９
７
５
（
昭
和

50
）
年
、
時
代
の
流
れ
で

衰
退
し
た
歌
舞
伎
を
地
元

有
志
が
「
も
う
一
度
、
復

活
さ
せ
た
い
」
と
立
ち
上

が
り
、
栗
沢
一
雄
座
長
が

率
い
る
栗
沢
一
座
の
指
導

を
得
て
、
１
９
９
２
（
平

成
４
）
年
、
河
野
専
一
さ

ん
が
会
長
と
な
り
「
二
宮

歌
舞
伎
保
存
会
」
を
結
成

し
た
。

　

同
年
施
行
さ
れ
た
学
校

５
日
制
に
伴
い
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
と
二
宮

歌
舞
伎
の
後
継
者
育
成
を

目
指
そ
う
と
、
子
ど
も
歌

舞
伎
を
創
設
。「
秋
川
歌

舞
伎
あ
き
る
野
座
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

座
員
は
現
在
、
白か
し
や
ま

檮
山

　

都
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
「
秋
川
歌
舞
伎
あ

き
る
野
座
」
が
10
月
19

日
、
Ｓ
＆
Ｄ
秋
川
キ
ラ
ラ

ホ
ー
ル
（
あ
き
る
野
市
秋

川
）
で
公
演
を
行
う
。
あ

き
る
野
市
民
文
化
祭
行
事

の
一
環
で
、
今
回
は
「
東

京
都
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

２
０
２
５
」
参
加
事
業
に

も
な
る
。

　

演
目
は
「
口
上
」、
二

宮
は
や
し
連
の
演
奏
、
大

人
歌
舞
伎
の
「
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
七
段
目
・
祇
園
一

力
茶
屋
の
場
」、
子
ど
も

歌
舞
伎
の
「
義
経
千
本
桜

二
段
目
・
伏
見
稲
荷
鳥
居

の
場
」
と
続
く
。

　

秋
川
歌
舞
伎
は
、
同
市

二
宮
に
明
治
時
代
か
ら
続

「
草
花
大
橋
」
も
通
行
可
能
に

「秋川歌舞伎あきる野座」が公演
二
宮
は
や
し
連
演
奏
、
子
ど
も
歌
舞
伎
も

復活して 30 年の歴史を刻む秋川歌舞伎

開通を待つ一般都道 250 号あきる野羽村線

　
「
米
軍
横
田
基
地
に
よ

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
」
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
９

月
６
日
、
立
川
市
内
で
あ

っ
た
＝
写
真
。
市
民
ら

１
５
０
人
ほ
ど
が
参
加

し
、
多
摩
地
区
の
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
（
総
称
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
）
汚
染
源
が
ほ
ぼ
同

基
地
と
推
定
で
き
る
と

し
、
多
摩
地
区
住
民
へ
の

公
的
な
血
液
検
査
の
実

施
、
土
壌
汚
染
の
基
準
づ

く
り
の
必
要
性
な
ど
の
声

が
上
が
っ
た
。「
多
摩
地

域
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
か
ら

命
と
健
康
を
守
る
連
絡

会
」
が
主
催
し
た
。

　

弁
護
士
の
富
永
由
紀
子

さ
ん
、
共
産
党
の
山
添
拓

参
院
議
員
、
同
党
の
市
毛

雅
大
福
生
市
議
が
パ
ネ
リ

ス
ト
を
務
め
た
。
富
永
さ

ん
は
「
日
本
国
内
の
米
軍

基
地
に
日
本
の
環
境
法
は

適
用
さ
れ
な
い
。
汚
染
防

止
と
被
害
補
償
の
枠
組
み

を
つ
く
ら
せ
る
た
め
、
汚

染
と
被
害
の
因
果
関
係
を

明
ら
か
に
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

山
添
参
院
議
員
は
「
国

会
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
の
新

た
な
立
法
や
政
策
を
追
求

し
た
い
」と
決
意
を
披
露
。

参
加
し
た
立
憲
民
主
党
の

大
河
原
雅
子
衆
院
議
員
に

超
党
派
で
の
取
り
組
み
を

呼
び
か
け
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
土
壌
汚

染
の
基
準
づ
く
り
の
必
要

性
、
過
去
の
汚
染
実
態
の

調
査
な
ど
を
求
め
る
声
の

ほ
か
、「
汚
染
は
公
害
だ

と
い
う
議
論
が
必
要
」
と

の
厳
し
い
声
も
出
た
。

           

■

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
は
全
国

的
に
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
空
調
機
器
大
手
の
ダ

イ
キ
ン
工
業
（
本
社
・
大

阪
市
）
の
淀
川
製
作
所

（
大
阪
府
摂
津
市
）
周
辺

の
地
下
水
な
ど
か
ら
基
準

値
を
大
き
く
超
え
る
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
た
問
題

で
、
近
隣
住
民
ら
は
年
内

に
も
、
同
社
に
対
し
健
康

調
査
や
汚
染
対
策
な
ど
を

求
め
る
公
害
調
停
を
申
し

立
て
る
方
針
だ
。

多
摩
地
域
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
で
シ
ン
ポ

血
液
検
査
の
実
施
、
土
壌
汚
染
の
基
準
を


